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は
じ
め
に（

（
（

　

東
京
都
大
島
町
で
は
、台
風
26
号
が
も
た

ら
す
湿
っ
た
空
気
の
影
響
で
、2
0
1
3
年
10

月
16
日
午
前
2
時
ご
ろ
か
ら
1
時
間
1
0
0

㎜
を
超
え
る
猛
烈
な
雨
が
数
時
間
降
り
続
き
、

24
時
間
の
降
水
量
が
8
0
0
㎜
を
超
え
る
豪

雨
と
な
っ
た
。こ
の
豪
雨
に
よ
り
、東
京
都
大

島
町
で
は
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生
し
、

2
0
1
3
年
10
月
20
日
時
点
で
、死
者
27
名
、

行
方
不
明
19
名
と
な
っ
た（

2
（

。本
調
査
は
、土
木

学
会
緊
急
災
害
調
査
団
と
し
て
、2
0
1
3

年
10
月
18
日
に
現
地
調
査
を
実
施
し
、そ
の

調
査
結
果
の
概
要
を
示
す
も
の
で
あ
る
。調

査
団
の
構
成
は
、以
下
で
あ
る
。

団
長
：
橋
本
鋼
太
郎（
土
木
学
会
会
長
）

団
員
：�

清
水
義
彦（
群
馬
大
学
・
水
工
学
委

員
会
）、竹
林
洋
史（
京
都
大
学
、水

工
学
委
員
会
）、後
藤
聡（
山
梨
大
学・

水
工
学
委
員
会
）、島
村
誠（
東
京
大

学
・
砂
防
工
学
）

　

主
な
調
査
地
を
図
1
に
示
す
。調
査
地
は
、

大
島
東
部
の
神
達
地
区
周
辺
で
発
生
し
た
土

砂
災
害
の
発
生
地
域
で
あ
り
、斜
面
崩
壊
の

源
頭
部
付
近
と
遊
砂
地
の
南
の
神
達
地
区
で

あ
る
。

気
象
条
件（

（
（

お
よ
び

震
動
の
観
測
時
刻

　

2
0
1
3
年
10
月
11
日
3
時
に
マ
リ
ア

ナ
諸
島
付
近
で
発
生
し
た
台
風
26
号
は
、発

達
し
な
が
ら
日
本
の
南
海
上
を
北
上
し
、大

型
で
強
い
勢
力
の
ま
ま
、16
日
明
け
方
に
暴

風
域
を
伴
っ
て
関
東
地
方
沿
岸
に
接
近
し

た
。10
月
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の
総
降
水
量

は
、東
京
都
大
島
町
大
島
で
8
2
4
・
0
㎜
、

静
岡
県
伊
豆
市
天
城
山
で

3
9
9
・
0
㎜
と
な
る
な

ど
、関
東
地
方
や
東
海
地
方

で
は
3
0
0
㎜
を
超
え
た
。

　

図
2
に
大
島
観
測
地
点

と
北
ノ
山
観
測
地
点
の
1

時
間
降
水
量
の
時
間
変
化

を
示
す
。図
1
に
示
す
よ
う

に
、大
島
観
測
地
点
は
、多

く
の
人
的
被
害
を
発
生
さ

せ
た
斜
面
崩
壊
発
生
地
点

の
北
西
に
位
置
し
て
い
る
。

一
方
、
北
ノ
山
観
測
地
点

は
、斜
面
崩
壊
発
生
地
点
の

北
に
位
置
し
て
お
り
、両
観

測
地
点
の
距
離
は
約
4
㎞

で
あ
る
。
図
2
よ
り
、
降
水

量
の
時
間
変
化
特
性
は
、両
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東
京
都
大
島
町
で
は
、
台
風
26
号
に
よ
る
豪
雨
に
よ
っ
て
、
24
時
間
の
降
水
量
が
8
0
0
㎜
を
超
え
た
。

ま
た
、
2
0
1
3
年
10
月
16
日
に
発
生
し
た
斜
面
崩
壊
に
よ
っ
て
、
多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
た
。
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地
点
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。
し
か
し
、

降
水
量
の
値
は
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、大

島
の
降
水
量
は
北
ノ
山
の
約
2
倍
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
降
水
量
の
違
い
が
発
生

し
た
の
は
、15
日
21
時
ぐ
ら
い
か
ら
大
島
観

測
所
上
空
に
局
地
前
線
が
形
成
さ
れ
た
こ
と

が
一
つ
の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。し
か

し
、雨
量
の
空
間
的
な
変
化
が
非
常
に
大
き

く
、局
地
前
線
の
形
成
で
現
象
を
十
分
説
明

で
き
る
か
ど
う
か
は
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

　

大
島
支
庁
に
よ
る
と
、
斜
面
崩
壊
の
発

生
時
刻
は
午
前
3
時
頃
で
あ
る
。ま
た
、東

京
大
学
地
震
研
究
所
の
地
震
計
が
観
測
し

た
斜
面
崩
壊
に
よ
る
震
動
と
思
わ
れ
る
揺

れ
の
観
測
値
を
解
析
し
た
土
井
に
よ
る
と（

3
（

、

2
0
1
3
年
10
月
16
日
午
前
2
時
03
分
、午

前
2
時
22
分
、午
前
2
時
32
分
、午
前
2
時

37
分
、午
前
3
時
02
分
に
常
時
微
動
と
は
異

な
る
様
相
の
比
較
的
大
き
な
揺
れ
を
観
測
し

て
い
る
。こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、ち
ょ
う
ど

1
0
0
㎜
/
h
以
上
の
雨
が
降
っ
た
前
半

の
時
間
帯
に
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
た
こ
と
が

推
察
さ
れ
る
。つ
ま
り
、斜
面
崩
壊
発
生
後

も
1
0
0
㎜
/
h
以
上
の
降
雨
が
続
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

斜
面
崩
壊

斜
面
崩
壊
の
概
要

　
図
4
に
土
砂
災
害
発
生
地
域
の
全
体
の
航

空
写
真
を
示
す
（
4
（

。今
回
の
被
災
地
域
は
、14

世
紀
に
御
神
火
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
上
方
の
割
れ

目
噴
火
か
ら
流
出
し
た
溶
岩
お
よ
び
ス
コ
リ

ア
丘
の
分
布
）
6、
5
（

と
良
く
一
致
し
て
い
る
。伊
豆

大
島
火
山
土
地
条
件
図
（
6
（

に
は
、﹁
溶
岩
は
ほ

と
ん
ど
が
多
孔
質
の
溶
岩
で
あ
り
、地
表
を

覆
う
ス
コ
リ
ア
や
火
山
灰
も
水
は
け
が
よ
い

こ
と
か
ら
、谷
は
降
雨
時
し
か
水
が
流
れ
な

い
涸
れ
谷
と
な
っ
て
い
る
。﹂
と
も
記
載
さ

れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、表
層
地
盤
は
水

は
け
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
場
所
に
お
い

て
、局
所
的
か
つ
猛
烈
な
豪
雨
に
よ
り
甚
大

な
泥
流
被
害
が
発
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

斜
面
崩
壊
は
、図
4
に
緑
色
の
派
川
矢
印

で
示
す
よ
う
に
、大
き
く
二
つ
発
生
し
て
い

る
。一
つ
は
、神
達
地
区
に
泥
流
が
流
れ
込

ん
だ
斜
面
崩
壊
で
あ
り
、も
う
一
つ
は
遊
砂

地
に
流
れ
込
ん
だ
北
側
の
斜
面
崩
壊
で
あ

る
。両
方
を
合
わ
せ
る
と
、南
北
約
6
0
0
ｍ

の
広
い
範
囲
か
ら
斜
面
崩
壊
が
発
生
し
て
お

り
、複
数
の
場
所
か
ら
斜
面
崩
壊
が
発
生
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。火
山
灰
性
の
地
質
で
あ

図3　台風の中に形成された局所前線（1）
（a）10月15日21時 （b）10月16日3時

図4　土砂災害発生地域の全体の様子（4）（2013年10月16日撮影）
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図2　降水量の時間変化（1）
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る
た
め
、地
質
の
空
間
的
な
変
化
が
少
な
い

こ
と
を
考
え
る
と
、こ
れ
ら
の
斜
面
崩
壊
は

比
較
的
近
い
時
間
に
発
生
し
た
可
能
性
が
高

い
が
、起
点
が
異
な
る
た
め
同
時
に
発
生
し

て
一
気
に
下
流
に
流
れ
た
と
は
考
え
に
く
く
、

数
波
に
分
か
れ
て
下
流
に
流
下
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。実
際
、地
震
計
も
複
数
回
の
揺
れ

を
観
測
し
て
い
る（

3
（

。

　

土
砂
が
流
れ
た
領
域
を
見
る
と
、遊
砂
地

の
北
西
側
は
被
災
し
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。斜
面
崩
壊
発
生
前
の
時
点
で
は
、遊
砂

地
は
空
の
状
態
で
あ
り
、2
万
5
0
0
0
㎥

の
貯
砂
容
量
を
有
し
て
い
た
。こ
の
貯
砂
効

果
に
よ
っ
て
、遊
砂
地
の
北
西
側
は
守
ら
れ

た
可
能
性
が
高
い
。

源
頭
部

　
図
5
に
、源
頭
部
周
辺
の
様
子
を
示
す
。調

査
は
山
頂
か
ら
少
し
降
り
た
道
路（
御
神
火

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
）か
ら
行
っ
た
。道
路
の
上
方

斜
面（
東
側
斜
面
）で
は
、近
く
で
3
ヶ
所
の

斜
面
崩
壊
が
発
生
し
て
い
た
。こ
れ
ら
の
斜

面
崩
壊
は
小
規
模
で
あ
り
、崩
壊
厚
さ
は
約

50
㎝
、そ
れ
ぞ
れ
の
崩
壊
幅
は
5
ｍ
以
下
で

あ
っ
た
。こ
れ
ら
の
斜
面
崩
壊
に
よ
っ
て
、図

5（
c
）と（
d
）に
示
す
よ
う
に
、道
路
上
の

電
柱
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、道
路
標
識
な
ど
が
破

壊
さ
れ
、道
路
上
に
は
土
砂
と
樹
木
が
氾
濫

し
て
い
た
。流
出
し
た
土
砂
は
、図
5（
b
）に

示
す
よ
う
に
、平
均
粒
径
約
0
・
5
㎜
の
火

山
灰
が
主
で
あ
っ
た
。

　

崩
壊
は
、溶
岩
の
上
に
堆
積
し
た
火
山
灰

や
2
次
堆
積
物
が
崩
落
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

発
生
し
た
と
思
わ
れ
る
。溶
岩
の
表
面
は
粗

く
、多
孔
質
の
構
造
で
あ
る
。そ
の
た
め
、溶

岩
が
不
透
水
層（
ま
た
は
難
透
水
層
）と
な

り
、雨
水
が
溶
岩
層
か
ら
上
に
溜
り
、溶
岩

の
上
に
堆
積
す
る
火
山
灰
や
2
次
堆
積
物
が

一
気
に
流
出
し
た
と
は
一
概
に
は
考
え
に
く

く
、溶
岩
層
や
火
山
灰
層
の
透
水
性
の
調
査

等
を
行
い
、検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

神
達
地
区

　
図
6
に
神
達
地
区
の
被
災
状
況
を
示
す
。図

6（
a
）お
よ
び（
b
）に
示
す
よ
う
に
、道
路

や
住
宅
の
敷
地
内
に
は
、約
50
㎝
の
厚
さ
で

火
山
灰
が
堆
積
し
た
痕
跡
が
あ
っ
た
。ま
た
、

図
6（
c
）
に
示
す
よ
う
に
、住
宅
の
敷
地
内

に
は
、塀
を
乗
り
越
え
て
侵
入
し
た
多
く
の

流
木
が
堆
積
し
て
い
た
。流
木
は
流
路
工
の

下
流
か
ら
海
岸
付
近
ま
で
、河
川
沿
い
の
長

い
区
間
に
堆
積
し
て
い
た
。こ
れ
ら
の
流
木

に
火
山
灰
が
あ
ま
り
付
着
し
て
い
な
い
こ
と

や
斜
面
崩
壊
の
発
生
時
刻
な
ど
か
ら
、土
砂

や
流
木
は
、斜
面
崩
壊
発
生
時
に
一
気
に
海

岸
域
ま
で
流
れ
た
の
で
は
な
く
、斜
面
崩
壊

発
生
後
も
続
い
た
豪
雨
に
よ
っ
て
流
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、図
6（
e
）に
示
す
よ

う
に
、流
路
工
の
中
に
は
土
砂
が
ほ
と
ん
ど

堆
積
し
て
い
な
い
。こ
れ
は
、上
流
の
遊
砂
地

が
多
く
の
土
砂
を
捕
捉
し
た
こ
と
だ
け
で
な

く
、斜
面
崩
壊
発
生
後
も
豪
雨
が
続
い
た
こ

と
も
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。最
終
的

に
土
砂
濃
度
の
低
い
流
体
が
流
路
工
に
流
れ

込
ん
だ
痕
跡
も
あ
り
、そ
の
後
、流
木
群
も

流
れ
込
ん
で
下
流
ま
で
到
達
し
て
堆
積
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。航
空
写
真
か
ら
判
断
す
る

と
、流
木
の
堆
積
場
所
は
流
路
を
横
断
す
る

橋
の
周
辺
で
顕
著
で
あ
る
。�

　
図
7
は
、神
達
地
区
に
お
け
る
地
盤
の
様

子
で
あ
る
。地
盤
の
一
部
が
浸
食
さ
れ
、溶
岩 図5　源頭部周辺の様子（2013年10月19日撮影）

（a）�道路下方の様子（西を向
いて道路から撮影）

（b）�流出土砂

（c）�斜面上の道路（北を向いて撮影）

（d）�倒壊した電柱

（f）�斜面崩壊の源頭部の一つ

（e）�斜面崩壊の源頭部の一つ
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層
が
露
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。図
4
に

赤
い
点
線
で
示
し
た
領
域
は
土
砂
の
堆
積
域

で
あ
る
が
、図
7
の
領
域
を
含
む
黄
色
の
点
線

で
示
し
た
地
域
は
、浸
食
域
で
あ
る
。神
達
地

区
の
地
盤
勾
配
は
約
1
/
10
で
あ
り
、土
石

流
は
堆
積
す
る
勾
配
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、泥
流
が
発
生
し
た
時
点
で
は
ど
ち
ら
の

地
点
に
も
土
砂
が
堆
積
し
た
が
、そ
の
後
の

豪
雨
に
よ
り
黄
色
の
地
点
の
み
一
度
堆
積
し

た
土
砂
が
浸
食
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
報
告
で
は
2
0
1
3
年
10
月
に
発
生
し

た
台
風
26
号
に
よ
る
伊
豆
大
島
豪
雨
災
害
の

緊
急
調
査
の
結
果
を
報
告
し
た
。本
調
査
に

よ
り
、火
山
灰
堆
積
斜
面
の
崩
壊
特
性
、泥
流

や
流
木
の
流
動
特
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、道
路
が
火
山
灰
質
斜
面
に
与
え
る
影
響

や
斜
面
崩
壊
発
生
後
の
豪
雨
が
発
生
さ
せ
る

現
象
に
つ
い
て
明
ら
か
と
な
っ
た
。本
報
告
は

速
報
版
で
あ
り
、こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
も
の

の
多
く
は
、現
時
点
で
は
十
分
に
検
討
で
き

て
い
な
い
。こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、デ
ー
タ
収

集
を
行
う
と
と
も
に
詳
細
な
解
析
を
実
施
し

て
、詳
し
く
検
討
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

現
地
で
は
、多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、行

方
不
明
者
も
多
数
と
な
っ
て
い
る
。亡
く
な

ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も

に
、行
方
不
明
者
全
員
の
発
見
が
早
期
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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だ
い

た
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こ
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し
て
、関
係
各
位
に
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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図6　道路による流れの拡散（2013年10月19日撮影）

図7
露出した溶岩層
（2013年10月19日
撮影）

溶岩層

（b）�道路に堆積した火山灰

（a）�火山灰の堆積痕

（c）�宅地に流入した流木

（d）�流路工下流域に集積した流木

（e）�流路工

（f）�溶岩の露出と約2mのステップ地形

溶岩


